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村
長
は
村
を
ど
の

よ
う
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
村
長
独

自
の
事
業
は
何
か
？

今
年
度
は
高
校
生
の

医
療
費
の
無
償
化
、

放
課
後
子
供
教
室
、
月
一

寺
子
屋
、
多
世
代
交
流
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。

　

式
根
島
高
齢
者
福
祉
拠

点
施
設
整
備
で
は
診
療
所

の
隣
に
用
地
を
取
得
し
、

若
郷
地
区
の
住
民
の
避
難

場
所
に
霞
山
に
用
地
確
保

に
努
め
て
い
る
。
来
年
度

は
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
導
入
に
向
け
て
島
内

に
光
回
線
島
内
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

決算特別委員会

青
沼
村
長
の
一
年
間
の

成
果
と
今
後

山
本 
均 
議
員

新
春
の
式
根
島
小
学
校
の
昼
休
み
。
玄
関
ホ
ー
ル

に
は
ベ
ー
ゴ
マ
・
け
ん
玉
な
ど
昔
遊
び
が
並
ん
で
い
て
、

先
生
が
遊
び
を
誘
っ
た
り
、
検
定
を
し
た
り
し
て
い

る
。
校
庭
で
は
児
童
も
先
生
も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ん

で
い
て
、
こ
の
日
も
お
隣
の
保
育
園
児
も
来
て
い
た
。

『
先
生
、
一
年
生
に
あ
が
っ
た
ら
担
任
に
な
っ
て
！
』

と
保
育
園
児
か
ら
の
声
も
。

式
根
島
な
ら
で
は
の
手
作
り
感
の
あ
る
学
校
、
南

向
き
の
小
さ
め
の
教
室
、
年
齢
を
超
え
て
ぎ
ゅ
っ
と

集
ま
る
関
係
性
の
中
、
身
も
心
も
温
か
っ
た
。
吹
き

荒
れ
る
西
風
の
中
で
も
、
校
舎
の
中
で
は
半
袖
の
児

童
・
教
員
も
い
た
ほ
ど
。

表 

紙 

は 

語 

る　

一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

 計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

式根島の介護施設の建設予定地。
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こ
の
後
職
場
へ
向
か
い

情
報
収
集
を
中
心
に
見
回

り
等
行
っ
た
。
各
支
所
と

も
連
携
を
と
り
、
今
回
の

体
制
は
十
分
で
あ
っ
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

式
根
島
の
ゴ
ミ
処
理
事
業

は
？

９
月
か
ら
式
根
島
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

運
転
を
停
止
し
、
可
燃
ゴ

ミ
は
新
島
へ
運
搬
し
て
処

理
し
て
い
る
と
聞
く
。
変

更
に
な
っ
た
処
理
の
方
法

と
そ
の
理
由
を
伺
う
。

週
２
回
の
可
燃
ゴ
ミ

収
集
、
施
設
へ
の
直

接
搬
入
な
ど
、
受
入
れ
態

勢
は
従
来
と
変
ら
ず
、
集

ま
っ
た
可
燃
ゴ
ミ
を
専
用

コ
ン
テ
ナ
で
週
１
回
新
島

地
区
へ
運
搬
し
て
い
る
。

　

式
根
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
発
生
可
燃
ゴ
ミ
量
に

対
し
て
新
島
焼
却
場
を
上

意
報
が
発
令
さ
れ
た
。
こ

の
時
の
村
の
対
応
を
お
訊

き
す
る
。新

島
村
で
は
７
時

26
分
に
自
動
放
送

で
津
波
注
意
報
の
放
送
を

し
た
。
同
時
に
村
長
、
副

村
長
、
総
務
課
長
、
防
災

担
当
及
び
各
支
所
長
等
に

直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
電
話
と

メ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
た
。

　

今
後
は
定
住
化
対
策
や

産
業
振
興
を
図
る
中
で
独

自
の
事
業
を
提
案
し
実
行

し
て
い
き
た
い
。

地
震
・
津
波
災
害
の
初
動

体
制
は
万
全
か
？

11
月
22
日
の
５
時

59
分
に
福
島
県
沖

で
震
度
５
弱
の
地
震
が
あ

り
、
新
島
村
で
は
津
波
注

回
る
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
可
燃
ゴ
ミ

を
新
島
地
区
に
集
約
し
、

処
理
を
一
本
化
す
る
こ
と

で
経
費
の
削
減
を
し
た
。

「
議
長
！
」
「
11
番

青
沼
一
郎
君
」
─
議
員

の
挙
手
に
議
長
は
こ
う

言
っ
て
指
名
す
る
。（
数

字
は
議
席
の
番
号
）

こ
の
君
付
け
は
議
員

の
み
な
ら
ず
村
長
以
下

居
並
ぶ
役
場
職
員
も
同

じ
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

昔
、
国
会
で
某
総
理

が
野
党
議
員
の
質
問
に

答
え
る
中
で
、
相
手
方

を
さ
ん
付
け
で
呼
ん
だ

こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら

く
相
手
に
敬
意
を
表
し

て
の
こ
と
と
思
う
。
と

こ
ろ
が
早
速
、
某
政
治

評
論
家
が
か
み
つ
い

た
。
日
本
の
国
会
の
伝

統
に
反
す
る
、
と
。

私
た
ち
地
方
議
会
の

議
員
も
そ
の
伝
統
に

習
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
一
般
社
会
で
は
な

じ
み
が
薄
い
が
、
議
員

に
と
っ
て
は
頭
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
換
え
て

厳
か
な
緊
張
感
を
も
た

ら
す
ま
じ
な
い
と
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

議会にいきかう言葉議会にいきかう言葉

村
役
場
の
職
員
の
採
用
方

法
は
大
丈
夫
？

今
年
度
の
職
員
採

用
試
験
は
ど
の
よ

う
な
方
針
の
元
に
実
施
す

る
の
か
？

式根島クリーンセンター内の段ボール紙の袋詰め作業。
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あ
る
が
、
保
小
中
高
一
貫
教

育
の
観
点
と
新
島
村
の
福
祉

的
観
点
か
ら
、
村
長
・
教
育

長
の
考
え
を
問
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

先
生
方
は
適
切
な
指

導
や
支
援
を
熱
心
に
や
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、

小
・
中
学
校
に
居
ら
れ
る
間

は
心
配
も
不
安
も
そ
れ
ほ
ど

感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
に 新島中学校×通級指導学級（チャレンジ教室）の取組みを掲示。

今
回
は
６
名
の
応
募

が
あ
り
、
選
考
方
法

は
一
次
は
書
類
選
考
、
二

次
は
記
述
で
一
般
教
養
、

三
次
は
小
論
文
・
個
別
面

接
を
行
う
。

　

一
次
の
合
格
者
に
対
し

て
二
次
を
行
う
。
二
次
の

合
格
者
に
対
し
て
三
次
を

行
う
が
、
今
回
か
ら
二
次

と
三
次
を
切
り
離
し
て
別

の
日
に
行
う
。

　

三
次
の
小
論
文
は
原
稿

用
紙
８
百
字
程
度
で
１
時

間
、
個
別
面
接
は
数
名
の

試
験
官
に
よ
る
受
験
者
１

名
に
20
～
30
分
行
う
。

　

三
次
の
採
点
結
果
に
試

験
官
が
順
位
を
確
認
し
、

村
長
に
報
告
す
る
。

村
長
二
年
目
の
政
策
・
産

業
振
興
策
を
問
う

村
長
の
選
挙
公
約
を

含
め
、
そ
の
達
成
度

や
今
後
の
展
望
を
問
う
。
ま

た
公
約
を
実
現
す
る
に
あ
た

り
、
村
長
自
ら
の
実
感
や
有

効
な
方
法
も
問
う
。

ソ
フ
ト
事
業
に
は
終

わ
り
は
な
く
、
達
成

度
と
い
う
よ
り
新
た
な
問

題
が
次
か
ら
次
へ
と
発
生
し

て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ

る
。
行
政
の
み
で
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
村
内

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人

な
ど
の
力
を
有
効
に
活
用
し

木
村 

諭
史 

議
員

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
た
。

　
創
業
・
就
職
時
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
や
都
の
制
度

の
活
用
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
情
報
の
受
発
信
窓
口
で
は

住
宅
や
仕
事
・
人
材
の
情
報

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
住
居
の
課
題
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
引
き
続
き
空
き

家
バ
ン
ク
事
業
へ
の
取
り
組

み
と
譲
渡
空
き
家
改
修
に
よ

る
村
直
営
の
定
住
化
住
宅
提

供
事
業
を
進
め
て
い
く
。

新
島
高
校
で
の
特
別
支
援

教
育
に
お
け
る
通
級
支
援

体
制
に
つ
い
て

新
島
小
学
校
・
中
学

校
の
通
級
支
援
立
ち

上
げ
に
伴
い
、
来
春
に
は
そ

の
利
用
世
代
が
新
島
高
校
に

入
学
可
能
な
時
期
に
来
て
い

る
。
ま
ず
特
別
支
援
教
育
利

用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

問
う
。
次
に
都
立
高
校
で
は
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な
ど
の
様
々
な
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
つ

い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

サ
ー
フ
ィ
ン
招
致
に

つ
い
て
今
日
（
12
月
５
日
）

ま
で
の
招
致
活
動
で
、
手
応

え
や
反
省
等
あ
り
ま
し
た
ら

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

招
致
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
映
像

の
制
作
、
配
布
、
放
映
、
署

名
活
動
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
情
報
の
拡
散
等
、
各
地
で

招
致
活
動
が
低
迷
下
す
る
中

で
新
島
招
致
の
活
動
は
、
他

非
常
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
が
多
か
っ
た
。
平
成
30
年

度
よ
り
高
校
で
も
通
級
指
導

の
制
度
開
始
を
目
指
し
、
同

30
年
度
に
都
立
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
１
校
で
の
検
証
が
行
わ

れ
る
。
し
か
し
高
校
に
お
い

て
は
支
援
が
必
要
な
生
徒
が

在
籍
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
段
階
で
、
東
京
都
に
正

規
・
非
正
規
職
員
の
配
属
を

要
望
す
る
こ
と
も
不
可
能
で

あ
る
。平

成
30
年
度
以
降
の

正
式
導
入
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
教
育
課
程
外
の

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
で
も

都
立
高
校
を
対
象
に
し
た
寺

子
屋
事
業
と
し
て
の
サ
ポ
ー

ト
や
、
一
部
の
授
業
を
一
貫

型
の
授
業
と
し
て
連
携
す
る

な
ど
も
検
討
し
て
欲
し
い
。

高
校
の
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
合
理
的
配
慮

を
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

中
学
・
高
校
の
校
長
同
士
で

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

移
住
希
望
者
向
け
の
村
営

住
宅
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）

の
提
案新

島
村
全
体
の
Ｉ

タ
ー
ン
人
材
の
引
き

込
み
や
定
着
支
援
の
た
め

に
、
居
住
歴
が
な
く
て
も
入

居
可
能
な
移
住
者
向
け
住
宅

を
提
案
し
た
い
。

　

主
に
単
身
の
若
者
向
け

で
、
比
較
的
低
価
格
、
簡
素

な
個
別
ス
ペ
ー
ス
に
交
流
可

能
な
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
併
せ

持
っ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ス
タ

イ
ル
の
住
宅
の
確
保
は
検
討

に
値
す
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
？新

島
・
式
根
島
に
移

り
住
み
、
仕
事
を
し

て
定
住
化
し
た
い
と
い
う

方
々
が
多
数
居
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
・
村
直
営
の
定
住
化
住
宅

提
供
事
業
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

前
田 

卓
秀 

議
員

の
候
補
地
か
ら
も
声
援
が
届

く
な
ど
、
新
島
が
認
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
招
致
委
員
会

の
委
員
各
位
の
ご
努
力
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
反
省
で
は
、
招
致
活
動
へ

の
取
り
組
み
が
遅
れ
、
６
月

の
設
立
ま
で
際
立
っ
た
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
す
。

新春、初乗り？ 今年の運勢やいかに？ 羽伏浦。
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定
住
化
対
策

「
し
ご
と
を
つ
く
る

合
宿
」
（
商
工
会
の

事
業
）
の
プ
レ
ゼ
ン
を
見

て
、
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
が
空
き
家
対
策
だ
と
思

う
。
空
き
家
の
有
効
活
用
は

絶
対
に
必
要
な
事
で
す
。
今

後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

今
年
度
か
ら
、
空
き

家
改
修
の
助
成
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
希
望

者
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
一
歩
踏

み
出
す
た
め
に
、
譲
渡
空
き

家
改
修
に
よ
る
村
直
営
の
定

住
化
住
宅
供
給
事
業
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
が
関
わ
る
こ
と
で
家
主

の
安
心
感
を
考
慮
し
つ
つ
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
に
運
用
に
係
る
要
綱
を

策
定
し
、
来
年
４
月
か
ら
の

運
用
を
目
指
し
ま
す
。

議長の目ランド
アイ

まず最近何かと話題になる「政務調査費」についてお話します。

「政務調査費」とは、地方自治法に基づいて政策の調査や研究のために

議員報酬とは別に支給されるものですが、新島村議会には「政務調査費」

はありません。また、「政務活動費」という言葉も耳にすることがあると思

いますが、「政務活動費」とはもとは「政務調査費」だったものが２０１２年

の地方自治法の改正で「政務活動費」と名称変更になったのです。この変

更の理由は定かではありませんが、一般的な理解では調査費より活動費の

方が使用範囲が広いように思えます。これまで政務調査費でグレーゾーン

とされたことが、政務活動費と称することでスッポリ、カバーされるとする

ならば、いかがでしょう。納税者の立場からしますと、納得しかねるところで

はないでしょうか。

次に産業廃棄物の一つである瓦礫類で

あるが、具体例として工作物の新築、改築

又は除去により生じたコンクリート破片、

アスファルト破片、その他これらに類する

不要物と定められている。近年、公共事業

等の工事で出るコンクリート片は細かく破砕して袋に詰め島外に搬出して

産業廃棄物処分場で処分されることになるが、わざわざ島外に運ばなくて

もある程度の大きさのコンクリート片は近場の海で漁礁として利用できな

いものか？島の周りにある漁礁はもともとコンクリートで作っている物、同

じコンクリートなのに何故？変な色分けをするのか疑問が湧いてきます。

このように日本の政治にはやたら無駄が多いように思えるのは私一人だ

けだろうか。
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さ る 10 月 28 日 金

曜日、議員一同に村

長と議会事務局を加

えた総勢 10 名で、東

京都西多摩郡日の出

町（1955 年合併で誕

生、2008 年より新島

村と友好盟約を締結）

を訪問した。

鉄道のない日の出町。発展のカギは道路網
我々は中央線福生駅（福生市）から送迎バスに揺られ、途中イオ

ンモールや誘致企業などを横目に見ながら 25 分ほどで町役場に到着

した。日の出町には鉄道の路線や駅がなく、隣市の鉄道駅を利用す

ることになる。その代わり道路交通網が発達しており、圏央道と日

の出インターチェンジの開通後、複数の企業誘致に成功し、2007 年

にはイオンモールが出店し集客に成功している。人口も 16000 人を

超えながらも増加傾向であり、世帯数も税収も増加しているようで

ある。

日の出山荘＝豊かな自然と政治の接点
山麓部には『つるつる温泉』を開業し、その向こうには『御岳山』

を有しており、参道として温泉や登山も含めた観光も可能となって

いる。渓流は比較的流れが穏やかで、子供たちが遊ぶには最適であ

るそうだ。訪れた日の出山荘は 1983 年に当時の中曽根康弘首相が

所有しており、日米会談の場所として使用されたようである。美し

い渓流と調和しながらも政治の舞台としての格調も備えていた。現

在は日の出町に寄贈され観光施設として開放されている。

東京の深奥、山ふところの町をたずねて
日の出町表敬訪問記

議 員　  木 村 諭 史

奥多摩町

檜原村 あきる野市

青梅市

日の出町

東京都西多摩郡日の出町大字平井2780番地
標高：170m
東経：139度15分42秒
北緯：35度44分17秒

［面積］

［位置／役場］
28.07km2
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エコセメントプラント＝近隣のゴミを受け入れ、資源循環へ
多摩地域の 25 市１町で構成された東京たま広域資源循環組合によ

る『東京たまエコセメント化施設』と隣接する処分場を見学した。

エコセメントとは、可燃ゴミを焼却することで発生する焼却灰を原

料にしたセメントであり、同施設では 100% セメントの原料にする

ことができている。稼働前と比べるとなんと 100 分の１にゴミの埋

め立て量が減少している。近隣

の市からゴミを搬入する都合

上、搬入曜日の限定や搬入車の

洗浄、埋め立てゴミの飛散防

止、計画的な埋め立て管理など、

徹底した環境配慮がなされてい

た。最新技術・人の目を介した

管理・周知を徹底することで地

域の生活・経済とも調和する施

設になっていることが実感できた。

新島との接点＝新島交流は抽選になるほど大人気！
山・渓流・平地を有した日の出町であるが、やはり『海』の環境

は新鮮であるようで、新島との交流事業は抽選になるほど人気だそ

うである。今回は先方の議員数名のお子さんも参加したようで、公

私とも議員交流もさかんになりそうである。

地域なりに驚くほどの特色があることをつくづく実感し、お互い

に異なる環境とそこをつなぐ人がいることの重要性が感じられた表

敬訪問であった。

東京たまエコセメント化施設の見取図。

日
の
出
町
の
橋
本
町
長
、
東
議
長

及
び
議
員
一
同
と
当
村
の
訪
問
団

一
行
と
の
記
念
写
真
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公共施設再見
第３回　新島村温泉ロッジ（上）

『地下鉄の電車はどこから入れるんでしょう？それを考えると夜も眠れな

い』こういう漫才のネタがありますが、温泉ロッジの営業はいつから始まるん

でしょう？それを考えると……。こちらは眠ってはいけない。宿泊客の安全や

要望に応えるため 24 時間、人員を配置して様々な事態に対処できるように

なっていなければいけない。

議員は昨年末、現場を訪れ、どういう仕事をしているのか色 と々話を訊い

た。まず運営の中身は、終日は３人態勢で朝７時から昼は12 時までやり、夕

方６時から夜９時ま

での組と朝９時から

11 時までやって休

憩をとり昼は12 時

から夕方６時までや

る組に分かれる。こ

れに雑役のパート１

人分（３人で都合を

つけて分けあう）が

加わる。この基本シ

フトに客の入り込み

状況に応じて互いに

時間を融通しあって

帳尻をあわせる。あと宿直専門要員が１人、夜９時から朝７時まで務める。

仕事の内容は部屋の清掃、ふとんカバーやシーツの交換、この作業は宿

泊客のチェックアウト（朝10 時）と次の泊り客のチェックイン（正午）の間

に済ませるから、混みあっているときは大変そうだ。他に玄関・ロビー・通路

それと浴室の清掃、浴衣、シーツなどの洗たくをし、肝心の接客があり、予約

の電話対応、客の送迎・相談受付、そして大事な帳簿の記載と現金の管理な

どがある。この金銭出納の扱いは一日の終わりに集計し、ある程度現金が

貯まったら（一週間ほど）産業観光課の担当に引き渡しチェックを受けると

いう。

温泉ロッジの全景。
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温泉ロッジの

会計は一般会計

とは別個の独立

した特別会計で

あり、ここに収入

と支出を計上して

経営の状態を見

ることになる。こ

れまでの実績は、

過去３カ年の決算

書から洗い出して

みると、収入で一

番大きいのは当

然、宿泊料。1,640 万円（平成 25 年度）、1,680 万円（平成 26 年度）、1,740

万円（平成 27 年度）と推移していて毎年少しずつ伸びている。残念ながら

これは特殊要因に基づくもので、中学校、高校の新築工事の関係者の常宿と

なっていたことが大きい。同じように入浴料も伸びていて 76 万円→ 95 万円

→111 万円（同様に古い年度順）となる。あとレストラン使用料が毎年 60 万

円ずつ入ってくる。これらが事業収入のすべてとなり、通常の平均的な収入は

1,700 万円程度か？

支出の方をみると適性かどうかの判断は中々難しい（客が増えれば、当

然支出は増え、無駄かどうかの判定は数字だけでは決めがたい）。中間の平

成 26 年度では施設の管理費が 470 万円。このうち光熱水費、保守点検委託

料、燃料費で全体の 85% を占める。もう一つの営業運営費は1,270 万円。業

務賃金、消耗品費、税金の支払いで全体の 96% になる。両者合わせて1,740

万円（この年度は130 万円の利益）。

これらは宿泊施設をやっていく上で当然発生する経費で、無駄を省くこと

は言うまでもないが、サービス産業であることを考えると単に節約すればい

いということにはならない。実際、ほぼ固定費であり、合理化の余地がないと

は言いきれないが、節減幅は小さいとみてよい。先ほどの事業収集と合わせ

て考えるとざっと1,700 万円、これが非常に大事なポイントになり、赤字と黒

字の分岐点となる。今後ここを一つの拠り所にいかに収入増をはかるか、端

的に言えば客足を増やすか、が存続していくための鍵となる（次号に続く）。

すっきりした和室のたたずまい。
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 ◇◇◇◇◇◇議員のひとりごと◇◇◇◇◇◇

　新島村にも超高速ブロードバンドの時代がやって来る！　ちょっとハ
シャギ過ぎかもしれません。というのも事情通に言わせるとやっと世間並
みになるのか、これが正直な気持ちのようですから。とはいえ一日千秋の
想いで待ち焦がれていた人たちにとって、やはり慶賀に値することでしょ
う。関係者のみなさんの御努力には改めて敬意を表します。

　これまでインターネットが中々つながらなかったり、途中で切断された
り、映像の送受信は牛歩以下でありました。村の議会中継では途中で映像
や音声が途切れ途切れになって苦情がよくあったものでした。これらが一
気に解決されるわけですから大きな喜びと言えます。

　これで私たちの村の生活が大きく変わるか、と言いますとあまり影響は
ないのでは、と思われます。
アメリカの調査では、一昨年
のインターネット上のデータ
の 65.35％は音声、動画配信
で、情報コミュニケーション
はわずか数％ということでし
たから。身近な例でもすでに
光ケーブルの敷設されている
大島町や八丈町に大きく遅れ
をとっているかと問われます
と、それほどでもないような
気がします。でもこれらはインターネットのせいではないでしょう。むし
ろ私たち利用する側のアイデア不足に由来する、と言った方が正解に近い
のではないでしょうか。

　村ではインターネット光回線の利用について協議会を設けてその活用に
向けて議論を深めていく、としていますから、とりあえずは期待したいと
思います。平成 28 年度は御蔵島・神津島に光ファイバーが敷設され、平
成 29 年度に新島・式根島となり、これに合わせて村では同時に村内の光
回線網の整備事業を予定しています。

　それにしてもこれからはペーパーレスの時代になると言われていたのに
紙の使用量は一向に減ってないようだし、村の職員の出張回数もあまり変
わってないようにみえます。これは一体どういうことなんでしょう？

（　白　雲　）
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９月２３日

２７日

２８日

１０月　３日

１４日

１８日

２３日

２４日

２６日

２８日

１１月　１日

　４日

　８日

　９日

２０日

２３日

２９日

１２月　５日

第 2 回防災会議に出席

都市町村議会議員公務災害補償等組合監査及び

島しょ町村一部事務組合臨時会

山形県鶴岡市、出羽三山神社を表敬訪問

三宅島議員セミナーに出席

新島高等学校新校舎落成記念式典に出席

第 27 回東京都道路整備推進大会に出席

自衛隊観閲式に出席

第 3 回防災会議に出席

東京都議長会先進地視察（群馬県榛東村）に参加

日の出町に表敬訪問

新島小学校 140 周年記念式典に出席

第 2 回新島村議会臨時会が開催

第３５回離島振興市町村議会議長

全国大会に出席

第６０回町村議会議長全国大会に

出席

式根島開島１３０周年記念式典に

出席

平成２８年度新島村表彰式に出席

議会運営委員会

平成２８年度第４回定例会（6 日

まで）

● ● 議 長 の 四 季 報 ● ●

編 

集 

後 

記

　
新
年
あ
け
て
、
西
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
の

式
根
島
取
材
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
場
に
行

か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
熱
意
・
工
夫
を
沢
山

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
議
会
だ
よ
り
も
い
く
つ
か
の
工

夫
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
10
月
末
に
は
広
報

研
修
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
し
、
本
誌
の
作
成
業

者
と
の
訪
問
打
ち
合
わ
せ
も
行
い
ま
し
た
。

　
他
誌
を
含
め
て
検
証
し
た
結
果
、
当
議
会

だ
よ
り
は
、
広
報
に
い
じ
ま
と
役
割
分
担
す

る
か
の
よ
う
に
表
紙
の
個
人
写
真
や
行
事
取

材
が
少
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
議
員
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
『
地
道
な
レ
ポ
ー

ト
』
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

し
た
。

　
紙
面
改
良
に
お
い
て
は
、
表
題
を
わ
か
り

や
す
く
整
理
す
る
・
一
文
を
短
く
す
る
・
用

語
説
明
コ
ラ
ム
を
入
れ
る
・
図
表
に
は
説
明

を
つ
け
る
、
と
い
う
改
善
を
始
め
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
、
議
会
・
議
員
な
ら
で
は
の
活
力
が
反
映

で
き
る
紙
面
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。●

広
報
編
集
副
委
員
長
　
木
村
諭
史
　


